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短
冊
に
込
め
た
願
い
よ　

届
け
！

理
事
長　

本　

地　

正　

治
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動
員
学
徒
慰
霊
塔
下
部
の
東
西
両
面
に

は
、
参
拝
者
が
折
り
鶴
を
捧
げ
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
バ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
３
月
末
に
新
型
コ
ロ
ナ
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
が
解
除
さ
れ
る
こ
ろ
か

ら
、
動
員
学
徒
慰
霊
塔
へ
の
参
拝
者
が
少

し
ず
つ
増
え
て
き
て
お
り
、
献
納
さ
れ
る

折
り
鶴
も
徐
々
に
増
え
て
き
ま
し
た
。
３

月
か
ら
４
月
に
か
け
て
献
納
さ
れ
た
折
り

鶴
に
は
、
昨
今
の
世
情
を
反
映
し
て
か
平

和
で
穏
や
か
な
世
の
中
を
願
う
短
冊
が
多

く
付
し
て
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
小
学
生
た
ち
の
短
冊
な

ど
を
、
少
し
ご
紹
介
し
ま
す
。

◦ 

世
界
が
戦
争
を
や
め　

平
和
に
な
り
ま

す
よ
う
に
！

◦ 

大
切
な
人
が
亡
く
な
っ
て
悲
し
む
の
は

い
や
！

◦ 

世
界
の
ど
こ
に
も
核
は
い
ら
な
い

◦ 
ノ
ー
モ
ア　

ヒ
ロ
シ
マ　

ノ
ー
モ
ア　

ナ
ガ
サ
キ　

ノ
ー
モ
ア　

ヒ
バ
ク
シ
ャ

ノ
ー
モ
ア　

フ
ク
シ
マ

◦ 

戦
争
が
無
い
国
が　

い
つ
ま
で
も　

続

き
ま
す
よ
う
に　

◦ 

コ
ロ
ナ
対
策
で　

命
と
暮
ら
し　

守
ろ

う
！

本
年
の
２
月
下
旬
に
始
ま
っ
た
、
ロ
シ

ア
軍
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
廃

墟
と
化
し
た
街
並
み
の
映
像
は
、
原
子
爆

弾
に
よ
っ
て
焦
土
と
化
し
た
広
島
の
市
街

地
像
と
オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
し
ま
い
、

暗
澹
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。
人
は

な
ぜ　

残
虐
非
道
な
過
ち
を　

い
く
ど
も

繰
り
返
す
の
で
し
ょ
う
か
。

短
冊
に
込
め
た
小
学
生
た
ち
の
願
い
が

届
き
、
一
日
も
早
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
禍
が

終
息
し
ま
す
よ
う
に
！

８月６日原爆死没者追悼式について
　新型コロナについては引き続き注
意を要する状況であり、同時に、今夏
は、熱中症の発生が強く懸念される状
況にあります。
　ついては、今年は遺族・会員の皆様
は自由参拝とし、役員による追悼式と
ご来賓による流れ献花を実施するこ
とといたします。
　８時15分～追悼式（学徒慰霊碑前）
　９時00分～ご来賓による献花
� 以上ご案内いたします。
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ご
あ
い
さ
つ

理
事
・
評
議
員
及
び
監
事
の
改
選

　

５
月
23
日
に
開
催
さ
れ
た
定
時
評
議

員
会
・
理
事
会
に
お
い
て
役
員
等
の
改
選

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、令
和
６
年
の
定
時
評
議
員
会

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
役
員
の
新
体
制
）

　

理
事
長�

本
地　

正
治

　

副
理
事
長�

谷
口　

了
子

　

評
議
員�

渡　

美
津
子

�

寺
田　

博

�

三
木　

島
彦

�

津
田　

久
美
子

�

村
輿　

久
美
子

�

寺
前　

宏
晃

�

国
元　

洋
子

�

小
川　

九
人
雄

�

渡
邊　

猛

�

安
達　

正
恵

　

理　

事�

井
上　

公
夫

�

福
場　

隆
子

�

松
浦　

輝
紀

�

徳
田　

由
子

�

谷
村　

美
智
子

�

武
田　

實
智
恵

�

早
稲
田　

良
子

�

辻　

靖
司

　

監　

事�

中
尾　

俊
男

�

久
村　

和
夫

　

相
談
役�

寺
前　

妙
子

�

村
中　

和
子

広
島
県
健
康
福
祉
局

社
会
援
護
課
長西　

尾　

雅　

敏

広
島
県

健
康
福
祉
局
長�

木
下　

栄
作

社
会
援
護
課
長�

西
尾　

雅
敏

援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ

　

主　

査�

山
口　

博
幸

　

主　

査�

岩
井　

明
子

　

主　

査�

舩
石　

幸
恵

　

主　

任�

泉
岡　

幹
雄

　

主　

任�

熊
田　
　

雄

　

援
護
恩
給
グ
ル
ー
プ

�

電
話　

０
８
２

－

５
１
３

－

３
０
３
６

　
　
　
　
　
　

�

■�　
　
　
　
　
　

広
島
市

健
康
福
祉
局
長�

山
本　

直
樹

健
康
福
祉
局

保
健
医
療
担
当
局
長�

岩
崎　
　

学

健
康
福
祉
局

保
健
部
医
務
監�

宮
城　

昌
治

健
康
福
祉
局

保
健
部
保
険
年
金
課
長�

斎
藤　

憲
治

健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年
金
課

福
祉
医
療
担
当
課
長�

金
谷　

淳
子

健
康
福
祉
局
保
健
部
保
険
年
金
課
課
長
補
佐

（
事
）
管
理
係
長�

名
桑　

数
美

健
康
福
祉
局

保
健
部
保
険
年
金
課
主
査�

玉
浦　
　

遥

�

電
話　

０
８
２

－

５
０
４

－

２
１
５
９

健
康
福
祉
局
原
爆
被
害
対
策
部
調
査
課

事
務
指
導
員
（
慰
霊
等
事
業
補
助
金
担
当
）

�

山
本　

勝
彦

�

電
話　

０
８
２

－

５
０
４

－

２
１
９
１

お
世
話
に
な
る
方
々

こ
の
度
、
健
康
福
祉
局
社
会
援
護
課
長

に
就
任
し
、
援
護
行
政
に
携
わ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

最
愛
の
肉
親
を
失
わ
れ
ま
し
た
御
遺
族

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
決
し
て
癒

え
る
こ
と
の
な
い
深
い
悲
し
み
を
胸
に
、

多
く
の
苦
難
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
間
の
御
心
労
と
御
苦

労
の
ほ
ど
は
、
察
す
る
に
余
り
あ
り
ま
す
。

終
戦
か
ら
長
い
年
月
が
経
過
し
、
戦
争

を
直
接
知
ら
な
い
世
代
が
多
数
を
占
め
る

よ
う
に
な
り
、
人
々
の
戦
争
の
記
憶
が
風

化
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
日
に
お
い
て
も
戦
争
中
の
国
が
あ

り
、
ニ
ュ
ー
ス
や
紙
面
で
悲
惨
な
状
況
を

見
聞
き
す
る
こ
と
が
増
え
た
今
、
日
本
国

内
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
世
界
中
の
ど
の

地
域
に
お
い
て
も
戦
争
の
惨
禍
を
繰
り
返

さ
な
い
た
め
に
、
よ
り
一
層
戦
争
の
悲
惨

さ
や
、
戦
没
者
の
方
々
の
尊
い
犠
牲
の
上

に
今
日
の
我
が
国
が
あ
る
こ
と
を
次
の
世

代
に
語
り
継
ぐ
と
と
も
に
、
再
び
戦
禍
に

よ
り
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ

う
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

本
県
で
は
、
援
護
関
係
施
策
の
よ
り
一

層
の
充
実
に
向
け
、
皆
様
と
と
も
に
全
力

を
傾
け
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

終
わ
り
に
、
貴
会
の
益
々
の
御
発
展
と

皆
様
の
御
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご

あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令
和
３
年
度
事
業
報
告
書

１　

広
報
活
動
の
実
施

⑴
原
爆
死
没
者
追
悼
式
の
案
内

　

 　
会
報
「
と
も
し
び
第
134
号
」
の
送
付

に
合
わ
せ
追
悼
式
の
案
内
を
送
付
し
た
。

⑵
会
報
「
と
も
し
び
」
の
印
刷
・
配
布

　
　

令
和
３
年
６
月
30
日
付
け
第
134
号

　

 
９
５
０
部

　
　

令
和
３
年
11
月
30
日
付
け
第
135
号

 
９
３
０
部

⑶
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
用

　

ア　

 

会
報
「
と
も
し
び
」
の
掲
載
134
号
・

135
号

　

イ　

３
年
度
末
ア
ク
セ
ス
数
累
計

 

８
，
７
９
０
件

　
　
　
（
３
年
度
ア
ク
セ
ス
数
872
件
）

⑷ 

「
慟
哭
の
証
言
」
等
を
関
係
機
関
等
に

配
布

　

 　
慰
霊
塔
に
千
羽
鶴
を
献
納
し
て
い
た

だ
い
た
団
体
等
へ 

冊
子
「
働
哭
の
証

言
」
等
を
送
付
し
た
。

　
　

送
付
数
：
４
件
（
昨
年
度
５
件
）

⑸
慰
霊
塔
説
明
文
の
設
置

　

 　
慰
霊
塔
の
説
明
文
を
常
時
設
置
し
、

参
拝
者
の
理
解
の
一
助
に
し
た
。

　
　
（
５
千
部
配
布
）

⑹ 

動
員
学
徒
等
の
顕
彰
と
会
の
設
立
趣
旨

の
広
報

　

 　
慰
霊
塔
の
清
掃
日
等
を
利
用
し
て
、

随
時
、
参
拝
者
に
対
し
て
原
爆
、
空
襲
、

動
員
学
徒
等
犠
牲
者
の
状
況
等
に
つ
い

て
説
明
し
た
。

２　

第
65
回
原
爆
死
没
者
追
悼
式
の
挙
行

　

日　
　

時　

 

令
和
３
年
８
月
６
日（
金
） 

午
前
８
時
か
ら

　

場　
　

所　

動
員
学
徒
慰
霊
塔
前
広
陽

　

実 

施
内
容　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
蔓

延
の
た
め
式
典
は
中
止
と
し
た
。

　
　

 　
献
花
・
テ
ン
ト
を
設
置
し
、
原
爆

投
下
時
刻
に
は
役
員
に
よ
る
黙
祷
を

実
施
し
、
会
員
は
自
由
参
拝
と
し
た
。

　
　

 　
ま
た
、
死
没
者
名
簿
の
閲
覧
対
応

を
行
っ
た
。
閲
覧
希
望
者
数
は
16
件

で
あ
っ
た
。（
昨
年
度
26
件
）

３　

 

動
員
学
徒
慰
霊
塔
の
清
掃
・
供
花
・

英
霊
供
養

月　

日

参
加
者
数

供
養
会（
西
向
寺
）

4
月
5
日

17
人

○

4
月
21
日

16
人

4
月
30
日

15
人

5
月
6
日

16
人

○

5
月
20
日

12
人

6
月
7
日

11
人

○

6
月
21
日

13
人

7
月
7
日

18
人

○

7
月
21
日

21
人

8
月
5
日

21
人

○

8
月
20
日

15
人

9
月
8
日

14
人

○

9
月
22
日

10
人

10
月
6
日

21
人

○

10
月
20
日

17
人

11
月
8
日

22
人

○

12
月
6
日

17
人

○

12
月
17
日

22
人

1
月
6
日

15
人

︱

2
月
7
日

10
人

︱

3
月
7
日

17
人

○

3
月
23
日

23
人

合
計
22
回
延
363
人
参
加
（
昨
年
度
338
人
）

４　

役
員
会
等
の
開
催

開
催
日

内　
　

容

３
・
4
・
21
監
事
会

令
和
２
年
度
決
算
関
係
監
査

３
・
5
・
6
理
事
会

議
案
第
１
号　

令
和
２
年
度

事
業
報
告
に
関
す
る
件

議
案
第
２
号　

令
和
２
年
度

決
算
の
承
認
に
関
す
る
件

議
案
第
３
号　

定
時
評
議
員

会
の
招
集
の
決
定
に
関
す

る
件

３
・
5
・
24
定
時
評
議
員
会
（
書
面
開
催
）

議
案
第
１
号　

令
和
２
年
度

事
業
報
告
に
関
す
る
件

議
案
第
２
号　

令
和
２
年
度

決
算
の
承
認
に
関
す
る
件

議
案
第
３
号　

理
事
、監
事
及

び
評
議
員
の
選
任
に
関
す

る
件

３
・
7
・
7
理
事
会

　

原
爆
死
没
者
追
悼
式
の

　

実
施
打
合
せ

４
・
3
・
23
理
事
会
・
評
議
員
会

議
案
第
１
号　

令
和
３
年
度

収
支
予
算
の
補
正
に
関
す

る
件

議
案
第
２
号　

令
和
４
年
度

事
業
計
画
に
関
す
る
件

議
案
第
３
号　

令
和
４
年
度

収
支
予
算
に
関
す
る
件

５　

研
修
会
の
実
施

　

12
月
17
日
に
メ
ル
パ
ル
ク
で
開
催
し
た
。

　

テ
ー
マ　

原
爆
記
念
資
料
館
の
概
要

 

（
講
師　

辻
靖
司
さ
ん
）

６　

そ
の
他

⑴
慰
霊
塔
の
修
繕
及
び
周
辺
の
環
境
整
備

年
月

工
事
名

工
事
内
容

3
・
10
慰
霊
塔
劣
化

補
修
工
事

慰
霊
塔
に
発
生
し

た
劣
化
の
補
修

４
・
２
慰
霊
塔
前
床

面
補
修

慰
霊
塔
前
床
面
欠

損
部
分
の
補
修

⑵
会
員
数

　

令
和
４
年
３
月
31
日
現
在　

713
人
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科　　目 当年度A 前年度B 増減A-B 増減理由
Ⅰ　経常利益経常費用
　１　経常増減の部
　　⑴経常収益

事業収益
追悼式典事業収益 232,000  137,000  95,000

受取補助金等
地方公共団体補助金 1,329,000 397,000 932,000
受取寄付金
受取寄付金 256,000 271,000 △ 15,000
雑収益
受取利息 41,935 49,052 △ 7,117
雑収益 476,753 396,637 80,116
経常収益計 2,335,688  1,250,689  1,084,999

　　⑵経常費用
事業費
会 議 費 0  0  0
旅費交通費 257,800  217,300  40,500
通信運搬費 206,634  281,607  △ 74,973
消 耗 品 費 146,207  187,577  △ 41,370
修 繕 費 4,400,000  77,660  4,322,340 慰霊塔補修
印刷製本費 160,370  187,710  △ 27,340
光 熱 水 費 31,345  42,562  △ 11,217
保 険 料 8,500 8,500 0
委 託 費 169,520  130,000  39,520
賃 借 料 0  4,600  △ 4,600
諸 謝 金 800,000 800,000 0
支払負担金 120,000 120,000 0
雑 費 155,000  104,500  50,500
事業費計 6,455,376  2,162,016  4,293,360
管理費
会 議 費 0 0 0
旅費交通費 96,000 129,000 △ 33,000
通信運搬費 82,350 99,077 △ 16,727
消 耗 品 費 29,796  24,367  5,429
印刷製本費 6,000 30,414 △ 24,414
光 熱 水 費 0  0  0
賃 借 料 0 0 0
諸 謝 金 160,000 160,000 0
公 租 公 課 21,000 21,000 0
支払負担金 295,378 289,568 5,810
雑 費 166,158 112,013 54,145
管理費計 856,682  865,439  △ 8,757
経常費用計 7,312,058  3,027,455  4,284,603
当期経常増減額 △ 4,976,370 △ 1,776,766 △ 3,199,604

　２　経常外増滅の部
　　⑴経常外収益 0 0 0
　　⑵経常外費用 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △ 4,976,370 △ 1,776,766 △ 3,199,604
一般正味財産期首残高 41,509,944  43,286,710  △ 1,776,766
一般正味財産期末残高 36,533,574  41,509,944  △ 4,976,370

Ⅱ　指定正味財産増減の部 0
当期指定正味財産増減額 0  0  0
指定正味財産期首残高 0  0  0
指定正味財産期末残高 0  0  0

Ⅲ　正味財産期末残高 36,533,574  41,509,944  △ 4,976,370

（単位：円）
令和３年４月１日から令和４年３月31日まで

令和３年度　収支決算書（正味財産増減計算書）
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私
は
２
０
１
７
年
か
ら
被
爆
体
験
伝
承

者
と
し
て
、
平
和
記
念
資
料
館
の
中
や
全

国
の
小
・
中
・
高
等
学
校
、
各
種
団
体
な

ど
で
『
被
爆
体
験
伝
承
講
話
』
を
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
が
、
一
昨
年
か
ら
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
の
た
め
に
、
平
和

記
念
資
料
館
の
臨
時
休
館
や
、
県
を
ま
た

い
で
の
移
動
が
難
し
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

定
期
講
話
や
県
外
派
遣
の
機
会
は
激
減
し

て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
中
で
し
た
が
、
修
学
旅
行
や
平

和
学
習
で
広
島
に
来
る
こ
と
が
出
来
な
い

県
外
の
学
校
に
向
け
て
、
リ
モ
ー
ト
で
の

伝
承
講
話
が
始
ま
り
、
私
も
３
回
ほ
ど
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

平
和
記
念
資
料
館
や
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

と
、
先
方
の
学
校
の
教
室
や
体
育
館
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
い
で
、
約
50
分
間
か
け

て
「
被
爆
の
実
相
と
被
爆
者
の
方
か
ら
教

え
て
い
た
だ
い
た
被
爆
体
験
」
に
つ
い
て

お
話
し
し
ま
し
た
。

被
爆
当
時
の
地
図
や
写
真
に
加
え
て
、

資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
沢
山
の
【
市

民
が
描
い
た
原
爆
の
絵
】
や
、
基
町
高
校

の
生
徒
さ
ん
た
ち
が
被
爆
者
の
方
と
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
約
１
年
か
け
て
完
成
さ
せ
た

170
点
以
上
も
の
油
絵
の
中
か
ら
数
十
枚
の

絵
を
、
学
校
の
ス
ク
リ
ー
ン
や
モ
ニ
タ
ー

に
映
し
出
し
て
、
そ
れ
ら
を
見
て
い
た
だ

き
な
が
ら
被
爆
体
験
を
お
伝
え
し
て
い
き

ま
し
た
。

い
つ
も
は
現
地
に
出
向
い
て
、
直
に
生

徒
さ
ん
た
ち
の
表
情
を
感
じ
な
が
ら
お
話

し
で
き
る
の
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
る
と
、

た
だ
ひ
た
す
ら
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
に
向

か
っ
て
一
方
通
行
で
話
し
続
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

画
面
の
向
こ
う
に
小
さ
く
見
え
る
100
人

～
200
人
の
学
生
さ
ん
達
の
表
情
は
ほ
と
ん

ど
わ
か
ら
ず
、「
ち
ゃ
ん
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
だ
ろ
う
か
？
」
と
不
安
も
よ
ぎ
り
ま
す
。

そ
し
て
講
話
後
の
質
疑
応
答
の
時
間
も
ほ

と
ん
ど
取
れ
な
い
ま
ま
で
終
わ
っ
て
し

ま
っ
て
、「
や
っ
ぱ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン
は
難

し
い
な
」
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
た
っ
て
、

聴
い
て
下
さ
っ
た
生
徒
さ
ん
か
ら
の
沢
山

の
感
想
文
が
届
き
ま
し
た
。

そ
の
中
の
い
く
つ
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

○ 　
広
島
に
は
行
け
な
か
っ
た
け
れ
ど
、

絵
や
写
真
を
使
っ
て
話
し
て
も
ら
っ

て
、
ま
る
で
自
分
が
そ
の
場
に
い
た
よ

う
な
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
本
当
の

体
験
談
な
の
で
心
が
痛
み
、
戦
争
の
恐

ろ
し
さ
を
初
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

○ 　
私
は
テ
レ
ビ
や
本
な
ど
で
「
戦
争
」

を
知
っ
た
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

講
話
を
聞
い
て
初
め
て
「
二
度
と
繰
り

返
し
て
は
い
け
な
い
理
由
」
が
理
解
出

来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
自
分
た
ち

が
戦
争
の
怖
さ
を
伝
え
て
行
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

○ 　
私
は
「
戦
争
」
と
い
う
言
葉
が
嫌
い

で
、
今
ま
で
目
を
そ
む
け
て
き
ま
し

た
。
今
回
の
講
話
の
中
で
は
、
直
視
で

き
な
い
よ
う
な
写
真
や
絵
を
見
な
が
ら

お
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
っ
て
、
今
の
私

た
ち
に
出
来
る
事
は
「
戦
争
」
と
い
う

も
の
の
真
実
を
知
る
事
な
ん
だ
と
思
い

ま
し
た
。
伝
承
者
の
存
在
は
と
て
も
大

切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

○ 　
「
沢
山
の
人
が
亡
く
な
り
、
大
ケ
ガ
を

し
た
」
と
い
う
よ
く
あ
る
原
爆
被
害
の

表
現
か
ら
は
絶
対
に
感
じ
る
こ
と
が
で

き
な
い
よ
う
な
、
原
爆
の
本
当
の
恐
ろ

し
さ
が
生
々
し
く
伝
わ
っ
て
き
て
、
こ

れ
が
現
実
に
起
こ
っ
た
事
だ
と
受
け
止

め
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

○ 　
戦
争
の
無
い
時
代
に
生
ま
れ
、
自
分

た
ち
が
こ
う
し
て
普
通
に
生
き
て
い
る

毎
日
に
感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
の

時
代
を
生
き
て
犠
牲
に
な
っ
た
多
く
の

人
達
の
た
め
に
も
、
平
和
の
バ
ト
ン
を

受
け
継
い
で
行
き
た
い
で
す
。

…
こ
の
よ
う
な
沢
山
の
感
想
を
い
た
だ

き
、
被
爆
さ
れ
た
方
々
が
語
っ
て
く
だ
さ

る
実
体
験
そ
の
も
の
の
力
と
、
惨
状
を
伝

え
る
沢
山
の
絵
や
写
真
の
持
つ
力
を
感
じ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る

伝
承
活
動
も
、
そ
れ
な
り
に
お
役
に
立
て

る
事
も
あ
る
の
だ
と
実
感
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
先
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
共
存
す
る
日
常
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か

わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
直
接
で
あ
れ
オ
ン
ラ

イ
ン
で
あ
れ
、
被
爆
者
の
方
々
か
ら
託
さ

れ
た
想
い
を
自
分
な
り
に
お
伝
え
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
の

伝
承
活
動
に
思
う

村
　
輿
　
久
美
子
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広
島
平
和
記
念
資
料
館
の

ご
案
内（
研
修
会
報
告
）

（
そ
の
１
） 　

辻
　
　
靖
司

当
「
広
島
県
動
員
学
徒
等
犠
牲
者
の

会
」
の
２
０
２
１
年
度
の
研
修
会
を
、
昨

年
の
12
月
17
日
㈮
に
メ
ル
パ
ル
ク
で
開
催

し
、
私
が
講
師
役
を
務
め
ま
し
た
。「
広
島

平
和
記
念
資
料
館
の
ご
案
内
」
と
題
し

て
、
パ
ソ
コ
ン
と
オ
ー
バ
ー
ヘ
ッ
ド
プ
ロ

ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
っ
て
、
動
画
な
ど
を
含

め
た
画
像
154
枚
を
活
用
し
て
説
明
い
た
し

ま
し
た
。
そ
の
説
明
内
容
の
要
点
な
ど
を

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
会
員

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
記
念
資
料

館
を
見
学
さ
れ
る
際
の
一
助
と
し
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

研
修
会
終
了
後
に
理
事
長
か
ら
、「
研

修
会
は
当
会
の
重
大
な
年
間
行
事
の
ひ
と

つ
で
す
が
、
辻
さ
ん
か
ら
、
簡
潔
明
瞭
で

と
て
も
分
か
り
や
す
い
説
明
を
し
て
い
た

だ
き
、
み
な
さ
ん
、
と
て
も
分
か
り
や
す

か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
か

げ
さ
ま
で
、
と
て
も
有
意
義
な
研
修
会
と

な
り
ま
し
た
。
大
感
謝
！
で
す
。」
と
身
に

余
る
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
聴
講
し
た
方
々
か
ら
も
「
資
料

館
を
見
学
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
パ

ソ
コ
ン
の
説
明
の
ほ
う
が
よ
り
分
か
り
や

す
か
っ
た
で
す
。」「
資
料
館
の
見
学
を
し

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
興
味

が
わ
き
見
学
が
し
た
く
な
り
ま
し
た
。
機

会
が
あ
れ
ば
案
内
を
お
願
い
し
ま
す
。」「
原

爆
被
害
の
実
態
が
良
く
理
解
で
き
ま
し

た
。
目
か
ら
う
ろ
こ
が
取
れ
た
感
じ
で
す
。」

「
被
爆
者
証
言
の
ビ
デ
オ
収
録
が
し
て
あ
る

こ
と
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
度
は
資

料
館
の
ビ
デ
オ
を
見
た
い
で
す
。」
な
ど
な

ど
、
嬉
し
い
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
ご
激
励
の
言
葉
を
励
み
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
次
回
か
ら
の
講
話
、
研

修
を
微
力
な
が
ら
一
層
真
摯
に
務
め
て
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
以
下
説
明
順
に
内
容
を
簡
記
し
ま
す
。）

１　

東
館
ロ
ビ
ー　

○
「
ロ
ー
マ
法
王
平
和
ア
ピ
ー
ル
碑
」：

最
初
に
「
ロ
ー
マ
法
王
平
和
ア
ピ
ー
ル

碑
」
の
説
明
を
し
ま
し
た
。
１
９
８
１
年

２
月
25
日
に
広
島
を
訪
れ
た
故
法
王
の
ヨ

ハ
ネ
パ
ウ
ロ
二
世
は
、
核
兵
器
廃
絶
の
た

め
の
「
平
和
ア
ピ
ー
ル
」
を
行
い
ま
し
た

が
、
こ
の
こ
と
を
記
念
し
て
記
念
碑
が

１
９
８
３
年
に
資
料
館
東
館
ロ
ビ
ー
に
建

立
さ
れ
ま
し
た
。「
戦
争
は
人
間
の
し
わ
ざ

で
す
。
戦
争
は
人
間
の
生
命
を
奪
い
ま

す
。
戦
争
は
死
そ
の
も
の
で
す
。
過
去
を

振
り
返
る
こ
と
は
…
」
と
い
っ
た
「
平
和

ア
ピ
ー
ル
」
の
一
部
が
、
日
英
併
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
人
類
の
平
和
へ
の
願
い
が
込

め
ら
れ
、
世
界
中
が
肩
を
寄
せ
合
っ
て
調

和
と
安
定
、
共
存
を
未
来
へ
向
け
て
平
和

志
向
す
る
こ
と
を
表
現
し
て
い
ま
す
。
被

爆
体
験
証
言
者
や
伝
承
者
の
方
々
が
講
話

な
ど
で
こ
の
碑
文
を
沢
山
の
方
が
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
「
地
球
平
和
監
視
時
計
」：

同
じ
く
東
館
ロ
ビ
ー
に
あ
る
「
地
球
平

和
監
視
時
計
」
に
は
、
１
段
目
に
「
広
島

へ
の
原
爆
投
下
か
ら
の
日
数
」
が
表
示
さ

れ
て
お
り
、
２
段
目
に
は
「
最
後
の
核
実

験
か
ら
の
日
数
」
が
表
示
さ
れ
て
い
ま

す
。
直
近
の
核
実
験
は
、
２
０
２
０
年
11

月
に
、
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
が
西
部
ネ
バ
ダ

州
の
核
実
験
場
で
核
爆
発
を
伴
わ
な
い
臨

界
前
核
実
験
を
行
っ
た
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
原
爆
が
投
下
さ
れ
て
以
降
、
世
界

で
は
２
１
０
０
回
以
上
の
核
実
験
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
年
に
は
〔
２
１
０
０
回
÷

77
年
＝
27
・
27
回
〕
の
核
実
験
が
行
わ
れ

て
き
た
事
に
な
り
ま
す
。

２　

�

東
館
３
階　
「
被
爆
前
の
広
島
」
と

「
失
わ
れ
た
人
々
の
暮
ら
し
」

次
に
、
東
館
３
階
の
「
被
爆
前
の
広
島
」

と
「
失
わ
れ
た
人
々
の
暮
ら
し
」
の
コ
ー

ナ
ー
の
説
明
を
し
ま
し
た
。
被
爆
前
と
被

爆
後
の
よ
う
す
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
動
画
を
交
え
て
説
明
し
ま

し
た
。

○ 

「
平
和
記
念
公
園
の
戦
前
の
街
並
み
」：

広島産業奨励館

当
時
は
に
ぎ
や
か
な
繁
華
街
で
映
画
館
、

お
寺
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
ま
し
た
。
特

徴
の
あ
る
Ｔ
字
形
の
相
生
橋
は
原
爆
投
下

の
目
標
と
な
り
ま
し
た
。「
広
島
産
業
奨

励
館
」
は
曲
線
美
の
美
し
い
セ
ッ
シ
ョ
ン

ス
タ
イ
ル
で
し
た
。
ま
た
、
プ
ー
ル
設
備

の
学
校
、
戦
前
の
小
学
生
の
服
装
や
笑
顔

の
様
子
が
伺
え
ま
す
。

○ 

約
２
か
月
後
の
10
～
11
月
に
米
軍
が
撮

影
し
た
「
被
爆
後
の
広
島
市
の
パ
ノ
ラ

マ
写
真
」：

「
三
和
銀
行
」
「
広
島
富
国
館
」
「
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
」
「
本
川
小
学
校
」
な
ど
が

確
認
で
き
ま
す
。
原
子
爆
弾
は
「
爆
心
地

島
病
院
」
の
上
空
６
０
０
ｍ
で
炸
裂
し
ま

し
た
。
爆
心
地
で
は
３
０
０
０
～
４
０
０ 

０
℃
に
も
な
り
、
島
病
院
の
75
名
が
即
死

し
ま
し
た
。

○
「
西
向
寺
の
被
爆
し
た
墓
石
」：

西
向
寺
は
爆
心
地
か
ら
60
ｍ
の
と
こ
ろ 爆心地跡などの写真
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に
あ
り
ま
し
た
。
熱
線
を
受
け
た
石
英
の

上
面
は
、
こ
ま
か
く
剥
が
れ
て
白
っ
ぽ
く

な
っ
て
い
ま
す
。（
こ
の
よ
う
な
現
象
は
、

爆
心
地
か
ら
１
㎞
の
地
点
に
ま
で
達
し
て

い
ま
す
。）
西
向
寺
は
、
今
は
当
会
の
有
志

会
員
の
み
な
さ
ん
が
月
１
回
の
慰
霊
読
経

な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
お
寺
さ
ん

で
す
。

○
「
ホ
ワ
イ
ト
パ
ノ
ラ
マ
模
型
」：

直
径
５
ｍ
の
広
島
市
の
１
／
１
０
０
０
モ

デ
ル
で
す
。
モ
デ
ル
で
は
た
っ
た
３
㎜
の
原

子
原
爆
が
市
を
壊
滅
さ
せ
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。
当
時
35
万
人
が
住
ん
で
い
ま
し
た

が
、
年
末
ま
で
に
14
万
人
が
亡
く
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
同
じ
エ
リ
ア
で
は
現

在
は
67
万
人
が
居
住
し
、
広
島
市
全
体
と

し
て
は
120
万
人
の
国
際
平
和
都
市
と
な
っ

て
い
ま
す
。

３　

本
館
３
階　
「
被
爆
の
実
相
」

次
に
本
館
へ
移
り
、
３
階
の
「
被
爆
の

実
相
」
の
コ
ー
ナ
ー
を
説
明
し
ま
し
た
。

こ
ち
ら
の
説
明
で
は
、
動
員
学
徒
や
建

物
疎
開
作
業
の
被
害
に
つ
い
て
詳
し
く
説

明
し
ま
し
た
。
聴
講
者
の
中
に
は
、
ご
自

身
や
家
族
に
関
係
の
あ
る
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
特
に
熱
心
に
聞
い
て

い
た
だ
い
た
印
象
を
持
ち
ま
し
た
。

○
「
焼
け
跡
に
立
つ
少
女
の
写
真
」：

爆
心
地
か
ら
1.2
㎞
の
焼
け
跡
に
立
つ
10

歳
の
少
女
、
ま
た
彼
女
の
20
歳
の
時
の
お

元
気
な
様
子
の
写
真
。
二
人
の
お
子
さ
ん

に
恵
ま
れ
た
が
、
30
代
で
が
ん
を
発
症
さ

れ
42
歳
の
若
さ
で
他
界
さ
れ
ま
し
た
。

○ 

「
御
幸
橋
の
ヤ
ケ
ド
と
負
傷
の
被
爆
者

の
写
真
」：

原
爆
投
下
か
ら
約
３
時
間
後
の
午
前
11

時
ご
ろ
の
御
幸
橋
の
様
子
を
写
し
た
写

真
。
場
所
は
爆
心
地
か
ら
約
２
・
27
㎞
。

ま
た
、
別
の
写
真
は
、
市
内
中
心
部
に
向

け
て
撮
影
さ
れ
て
お
り
、
中
央
奥
に
黒
く

見
え
る
の
は
火
災
に
よ
る
煙
。
被
災
し
た

人
々
は
、
燃
え
盛
る
中
心
部
か
ら
周
辺
へ

と
避
難
し
て
い
ま
す
。
写
真
を
撮
影
し
た

松
重
美
人
さ
ん
は
、
当
時
中
国
新
聞
社
の

カ
メ
ラ
マ
ン
で
し
た
が
、
カ
メ
ラ
マ
ン
と

し
て
原
爆
の
被
害
を
撮
影
し
残
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
思
い
と
、
あ
ま
り

に
も
ひ
ど
い
地
獄
の
よ
う
な
光
景
を
撮
影

す
る
こ
と
を
た
め
ら
う
気
持
ち
と
が
合
わ

さ
り
、
20
分
く
ら
い
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
人
々

の
様
子
を
見
る
と
、
髪
は
ち
ぢ
れ
、
服
も

ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
り
ま

す
。

○
「
キ
ノ
コ
雲
の
写
真
」：

爆
弾
投
下
か
ら
約
１
時
間
後
に
80
㎞
離

れ
た
松
山
沖
か
ら
米
軍
が
撮
っ
た
写
真
。

遠
く
約
60
㎞
離
れ
た
三
次
の
明
正
寺
の
住

職
さ
ん
も
、
こ
の
キ
ノ
コ
雲
を
見
て
大
き

な
音
を
聞
い
た
そ
う
で
す
。

○
「
亡
く
な
っ
た
生
徒
た
ち
の
遺
品
」：

当
時
約
８
４
０
０
人
の
中
学
生
、
女
学

生
な
ど
の
子
供
た
ち
が
、
建
物
疎
開
作
業

に
従
事
し
て
お
り
、
そ
の
内
の
約
６
３
０ 

０
人
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。（
出
展
：
広

島
原
爆
戦
災
誌
）

た
く
さ
ん
あ
る
生
徒
の
遺
品
の
中
か

ら
、「
３
人
の
中
学
生
の
遺
品
」
を
紹
介
し

ま
し
た
。

①�

１
年
生
13
歳
の
津
田
栄
一
さ
ん
の
帽
子

と
ベ
ル
ト

津
田
さ
ん
は
、
８
月
７
日
昼
前
、
遺
体

が
天
満
橋
付
近
で
父
親
に
よ
っ
て
発
見
さ

れ
無
言
の
帰
宅
。
顔
は
赤
く
ふ
く
れ
、
何

か
の
破
片
が
当
た
っ
た
の
か
、
喉
と
胸
に

大
き
な
穴
が
あ
い
て
肋
骨
が
の
ぞ
い
て
い

る
姿
に
、
母
親
は
一
目
見
て
気
を
失
っ
た
。

②�

２
年
生
14
歳
の
福
岡
肇
さ
ん
の
ボ
ロ
ボ

ロ
の
学
生
服

左
胸
に
つ
い
て
い
た
名
札
が
か
ろ
う
じ

て
読
み
取
れ
た
た
め
、
同
級
生
の
父
親
が

届
け
て
く
れ
た
も
の
で
、
唯
一
の
確
実
な

遺
品
と
な
っ
た
。

③�

１
年
生
12
歳
の
上
田
正
之
さ
ん
の
ゲ
ー

ト
ル

被
爆
後
に
隣
町
の
福
島
町
ま
で
逃
れ
た

と
こ
ろ
を
、
近
所
の
人
に
助
け
ら
れ
た
。

全
身
の
皮
膚
が
垂
れ
下
が
る
ほ
ど
の
大
や

け
ど
を
負
い
「
お
母
さ
ん
、
お
母
さ
ん
」 亡くなった生徒達の衣服

と
泣
い
て
ば
か
り
い
た
と
い
う
。
母
親
に

会
え
ぬ
ま
ま
、
８
月
８
日
午
後
死
亡
さ
れ

ま
し
た
。

○
「
伸
ち
ゃ
ん
の
三
輪
車
」：

爆
心
地
か
ら
1.5
㎞
。
３
歳
11
か
月
の
鉄

谷
伸
一
ち
ゃ
ん
は
、
自
宅
前
で
被
爆
し
そ

の
夜
に
死
亡
。
三
輪
車
と
一
緒
に
自
宅
裏

に
埋
葬
。
40
年
後
の
１
９
８
５
年
に
遺
骨

を
お
墓
に
埋
葬
。
三
輪
車
と
鉄
カ
ブ
ト
を

資
料
館
へ
寄
贈
。

○
「
黒
い
雨
の
降
っ
た
地
域
」：

３人の中学生の遺品など
黒い雨の降った地域
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今
年
の
野
球
は
、
カ
ー
プ
の
動
向
だ
け

で
な
く
、
翔
平
と
誠
也
の
大
リ
ー
グ
で
の

活
躍
に
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
ね
。

コ
ロ
ナ
感
染
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と

い
っ
た
暗
い
話
題
が
多
い
中
で
す
が
、
末

包
、
中
村
（
健
）
た
ち
若
鯉
や
翔
平
、
誠

也
の
躍
動
に
大
声
援
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

Ｔ
Ｖ
の
前
で
、“
ヤ
ッ
タ
ー
！
”
と
、
あ
ら

ん
限
り
の
大
き
な
声
で
‼

 

（
本
地
正
治
）

あ
と
が
き

令和４年度　行事予定表
一般財団法人広島県動員学徒等犠牲者の会

年 月 日 曜 清掃後読経 月 日 曜 清掃（行事がないときは解散）

令
和
4
年

４ ７ 木
４ 20 水 監事会（県社会福祉会館）
４ 28 木

５ ６ 金 理事会（西向寺）�
（令和３年度事業報告・決算の承認） ５ 23 月 定時評議員会（西向寺）�

（令和３年度事業報告・決算の承認）
６ ６ 月 ６ 20 月

７ ６ 水 追悼式打ち合せ会（役割分担等）�
会報「ともしび」封筒入れ（西向寺） ７ 20 水

８
５ 金 供養会

８ 19 金
６ 土 第66回原爆死没者追悼式

９ ７ 水 追悼式反省会（西向寺） ９ 21 水
10 ６ 木 10 19 水
11 ７ 月
12 ７ 水 会報ともしび封筒入れ（西向寺） 12 16 金 研修会（西向寺）

令
和
5
年

１ ６ 金
２ ６ 月

３ ６ 月 ３ 22 水 理事会･臨時評議員会（西向寺）�
（令和５年度事業計画・予算承認）

（注）１	慰霊塔付近の清掃は、午前９時30分からです。雨天の場合も実施します。
	 ２	左欄は、慰霊塔付近の清掃後「西向寺」で読経。
	 	 右欄は、行事がないときは清掃後解散。
	 	 なお、「西向寺」様の都合によって、日程変更する場合があります。

ご
寄
付
い
た
だ
く
際
に
は
、
郵
便
局
に
て

左
記
の
口
座
へ
お
振
込
み
く
だ
さ
い
。

ゆ
う
ち
ょ
銀
行

振
替
口
座　

０
１
３
０
０

－

６

－

８
８
５
８

一
般
財
団
法
人　

広
島
県
動
員
学
徒
等
犠
牲
者
の
会

長
径
19
㎞
、
短
径
11
㎞
の
範
囲
は
大

雨
、
長
径
29
㎞
、
短
径
15
㎞
の
範
囲
は
小

雨
、
黒
い
雨
が
降
っ
た
と
新
た
に
推
定
さ

れ
て
い
る
エ
リ
ア
が
赤
の
範
囲
、
と
い
っ

た
黒
い
雨
の
降
っ
た
地
域
図
。

○ 

「
自
ら
負
傷
し
な
が
ら
罹
災
証
明
を
書

く
警
察
官
」：

爆
心
地
か
ら
2.5
㎞
。
皆
実
町
３
丁
目
。

被
爆
当
日
の
人
物
を
写
し
た
貴
重
な
写
真

の
１
枚
。
自
ら
の
負
傷
に
め
げ
ず
職
務
に

精
励
す
る
姿
に
頭
が
下
が
る
思
い
が
し
ま

す
。
被
爆
者
は
、
り
災
証
明
に
よ
り
戦
時

非
常
用
の
救
援
食
糧
、
乾
パ
ン
な
ど
の
配

給
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

○
「
佐
々
木
禎
子
さ
ん
の
お
話
」：

２
歳
の
時
に
爆
心
地
か
ら
1.7
㎞
の
と
こ

ろ
で
被
爆
。
無
傷
で
小
学
６
年
生
ま
で
元

気
で
し
た
。
運
動
会
で
は
リ
レ
ー
の
選
手

に
な
る
な
ど
、
元
気
で
活
発
な
女
の
子
と

し
て
成
長
。
小
学
６
年
生
秋
に
発
病
し
て

翌
年
２
月
に
白
血
病
と
診
断
さ
れ
た
。
自

分
の
願
い
が
叶
う
と
信
じ
て
千
羽
鶴
を
折

り
続
け
た
が
、
１
９
５
５
年
10
月
25
日

に
12
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。
悲
し
い

知
ら
せ
を
聞
い
た
同
級
生
た
ち
の
呼
び

か
け
で
、
１
９
５
８
年
５
月
５
日
に
「
原

爆
の
子
の
像
」
が
完
成
。

現
在
も
献
納
さ
れ
続
け
て
い
る
折
り
鶴

は
１
年
間
に
１
０
０
０
万
羽
、
重
さ
に
す

る
と
10
ト
ン
に
な
り
ま
す
。
広
島
市
で
は

再
生
紙
に
し
て
、
市
職
員
の
名
刺
や
絵
は

が
き
、
幼
稚
園
や
小
中
高
校
の
卒
業
証
書

な
ど
に
、
大
切
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
３
年
12
月
か
ら
令
和
４
年
５
月
ま

で
に
、
次
の
皆
様
か
ら
貴
重
な
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
厚
志
、
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　

黄　

幡　
　
　

靖　

様

　
　

國　

本　

悦　

郎　

様

　
　

平　

尾　

隆　

文　

様

　
　

仲　
　
　

庫　

生　

様

　
　

石　

田　

英　

雄　

様

　
　

梶　

川　
　
　

博　

様

ご
寄
付
お
礼


